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【マダニの特徴とリスク】 

マダニは、春から秋にかけて活発に活動しており、野山や草むらに生息しています。 

マダニは人や動物の体（皮膚）に付着し吸血しますが、蚊のようにすぐに離れるのではなく、 

  皮膚に食い込むように長時間かみつき続けます。マダニの唾液には麻酔作用があり、刺されている

間は痛みやかゆみを感じにくく、気づきにくいことも特徴です。 

マダニは重症熱性血小板減少症候群（以下 SFTS）、日本紅斑熱、つつが虫病 

などの感染症を媒介する可能性があり、放置すると重症化することがあります。          

特に SFTSは、致死率が高く今年度は既に死亡事例も発生していることからより一層注意が必要 

です！！ 

 

 

もし、マダニに咬まれたら・・・・ 

 １ 自己処理は避ける 

   マダニの体をつまんで無理に引き抜くと、体液や唾液が逆流して感染リスクが高まります。 

   そのため、皮膚科や外科などの医療機関で除去をしてもらってください。 

自己処理をする場合は、アルコールやイソジンなどでマダニを弱らせてから、“口器”を残さない

よう慎重に引き抜くようにしてください。  

２ 健康観察が重要！！ 

   咬まれた部分に 5cm以上の紅斑が出ることがあります。これは非感染性のアレルギー反応で自然

に軽快することもありますが、発熱、発疹、筋肉痛、関節痛などの症状が出た場合は早めに医療

機関を受診するようにし、その際、医師に①野外活動の日付②場所③発症前の行動を伝えるよう

にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《予防と注意点》 

   ①草むらや山林での活動時は、長袖・長ズボンを着用し肌の露出を避けましょう！ 

   ②帰宅後は全身を確認し、マダニが付着していないかチェックしましょう。                 

   ③マダニ咬傷後、肉類を食べるとアレルギー症状(喫食2～6時間後にじんましん、気分不快、 

嘔吐等)が出る場合があるので、症状が出たら医師に相談しましょう。（α-Gal症候群）                             

●ダニに刺された場合は、慌てず冷静に行動し、 

自己処置は避け医療機関で安全に除去してもらう 

ことが最も重要です。 

●咬まれた後は健康観察を行い、症状があれば 

早めに医療機関を受診しましょう。 


